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( 2 ) 急速に変化するシリンダ内燃焼ガス温度の測定法としてはすでに多くの研究があるが，実用
上満足できる連続出j定法は現在までには開発されていないD 著者は Na 圃D 線のふく射エネノレギ、を利用
する光学的絶対測定法を考案し，比較的簡単な装置によって連続測定を可能にした。そして検定には
D 線反転法を用いて測定精度の低下を防いでいる。また， D 線の Pressure broadening が無視できな
いことを実験的に明らかにしている。
( 3 ) 従来の光学的温度測定法によって得られている値はすべて光路にわたっての平均値であっ
て，その物理的意味は明らかにされていなし10 これに対して著者は，上記の方法を拡張して光路内で
の温度分布を求めることに成功している。
以上を要するに，この研究は，電気点火ガソリン機関の複雑な燃焼過程を追求するうえにおいて特
に重要な火炎伝ぱ遅れ，ならびにその後の燃焼ガス温度の時間的変化を知るための，きわめて有力な
測定方法を考案するとともに，その結果，従来不明であった諸現象に対して多くの新しい知見を加
え，工学上ならびに工業上多大の貢献をしている。よってこの論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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